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本研究開始時，生活年齢 4歳 3ヶ月のダウン症女児 1
名であった。新版 K 式発達検査 2001（4 : 3）の結果で
は，姿勢・運動領域 1歳 5か月（DQ＝44），認知・適応















ゅうり」9.5 cm×3 cm，「ぶどう」7 cm×4.5 cm，「しい






cm×3.5 cm，「もも」4 cm×3.5 cm の大きさのおもちゃ
であった。形般化として用いた○△□カード（6 cm×




































後に，正答である刺激を参加児の 10 cm ほどの近くに，
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